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問　
岩
谷
議
員

①
民
間
で
は
電
話
で
の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

対
応
に
通
話
を
録
音
し
て
い
る
が
、

町
の
電
話
に
よ
る
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対

策
は
。

②
最
近
、
行
政
に
対
す
る
暴
力
行
為
が

取
り
ざ
た
さ
れ
て
い
る
。
当
町
の

窓
口
や
宿
日
直
の
対
応
策
は
。
ま
た
、

対
応
策
は
い
つ
か
ら
実
施
す
る
の
か
。

答　
町
長

①
今
年
度
、
本
庁
の
電
話
設
備
更
新
に

伴
い
、
職
員
の
電
話
対
応
・
接
遇
の

向
上
、
個
人
情
報
の
保
護
及
び
業
務

の
適
正
な
管
理
を
図
る
た
め
、
す
べ

て
の
通
話
を
録
音
し
、
一
定
期
間
保

存
す
る
機
能
を
整
備
し
た
。
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
対
策
に
も
役
立
つ
も
の
と
思

っ
て
い
る
。 

②
先
般
、
発
生
し
た
事
件
を
き
っ
か
け

に
、
職
員
等
を
危
険
か
ら
回
避
す
る

方
策
を
検
討
す
る
中
で
、
両
支
所
の

宿
日
直
業
務
廃
止
と
そ
れ
に
替
わ
る

機
械
警
備
装
置
の
導
入
を
検
討
す
る
。

ま
た
、
役
場
は
、
８
月
末
ま
で
に
通

用
口
を
オ
ー
ト
ロ
ッ
ク
ド
ア
に
更
新

し
常
時
施
錠
を
し
て
い
る
ほ
か
、
防

犯
カ
メ
ラ
や
非
常
通
報
装
置
を
整
備

し
た
。

住
民
の
熱
中
症
対
策

集
会
施
設
を

熱
中
症
避
難
所
に

『
自
治
会
独
自
の
取
組
に

支
援
を
検
討
す
る
』

問　
岩
谷
議
員

　

熱
中
症
警
戒
ア
ラ
ー
ト
が
発
表
さ
れ

た
と
き
、
高
齢
者
等
が
各
地
区
の
集
会

施
設
を
熱
中
症
対
策
の
避
難
所
と
す
る

考
え
は
。

答　
町
長

　

今
年
度
、
役
場
と
両
支
所
の
３
箇
所

を
、
危
険
な
暑
さ
か
ら
身
を
守
る
休
憩

ス
ペ
ー
ス
「
涼す

ず

み
処

ど
こ
ろ

」
と
し
て
提
供
を

始
め
た
。
ま
た
、
町
内
４
箇
所
の
郵
便

局
で
も
同
様
の
取
組
に
協
力
を
い
た
だ

大
戸
瀬
中
学
校
の
統
合

ア
ン
ケ
ー
ト
の
実
施
は

隣
町
の
中
学
校
統
合
は

『
７
月
に
実
施
し
集
計
中

検
討
委
員
会
で
議
論
』

問　
岩
谷
議
員

①
ア
ン
ケ
ー
ト
は
実
施
し
た
の
か
。
そ

の
結
果
と
公
表
は
。

②
ア
ン
ケ
ー
ト
の
実
施
範
囲
は
、
未
就

学
父
兄
か
ら
ど
こ
ま
で
選
定
し
た
の

か
。

③
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
に
よ
っ
て
は
、
隣

町
の
鰺
ヶ
沢
中
学
校
と
の
統
合
も
視

野
に
入
れ
た
協
議
を
進
め
る
の
か
。

答　
町
長

①
②
「
大
戸
瀬
中
学
校
の
あ
り
方
に
つ

い
て
の
保
護
者
ア
ン
ケ
ー
ト
」
を
７

月
に
大
戸
瀬
地
区
に
居
住
す
る
小
・

中
学
生
の
保
護
者
及
び
保
育
園
児
の

保
護
者
を
対
象
に
実
施
し
た
。
ア
ン

ケ
ー
ト
の
内
容
は
、
次
の
三
つ
で
、

そ
れ
ぞ
れ
選
ん
だ
理
由
を
記
載
し
て

も
ら
っ
た
。

１
．
深
浦
中
学
校
と
大
戸
瀬
中
学
校
が

統
合
し
て
、
深
浦
中
学
校
に
通
学
す

る
。

２
．
他
市
町
へ
大
戸
瀬
中
学
校
の
教
育

に
関
す
る
事
務
を
委
託
し
て
、
他
の

市
町
立
中
学
校
に
通
学
す
る
。

３
．
現
状
維
持

　

ま
た
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
実
施
前

に
は
、
将
来
の
生
徒
数
の
推
移
や
保

護
者
に
町
内
中
学
校
の
再
編
の
必
要

性
等
の
事
前
説
明
会
を
開
催
し
、
併

せ
て
、
鰺
ヶ
沢
町
教
育
委
員
会
を
訪

問
し
、
ア
ン
ケ
ー
ト
の
実
施
に
つ
い

て
趣
旨
を
説
明
し
た
。

　

現
在
、
ア
ン
ケ
ー
ト
の
集
計
作
業

を
行
っ
て
お
り
、
結
果
が
ま
と
ま
り

次
第
、
教
育
委
員
会
定
例
会
に
報
告

後
、
広
報
誌
等
で
公
表
し
た
い
。

③
深
浦
町
立
中
学
校
の
あ
り
方
検
討
委

員
会
で
、
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
基
に

大
戸
瀬
地
区
の
小
・
中
学
生
等
の
保

護
者
の
意
向
を
尊
重
し
つ
つ
議
論
し
、

段
階
的
に
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

わが町のここが聞きたい

い
て
い
る
。 

　

し
か
し
、
役
場
や
支
所
、
郵
便
局
を

利
用
す
る
に
は
、
開
庁
・
開
店
し
て

い
る
時
で
、
し
か
も
当
該
施
設
か
ら
遠

い
方
に
は
利
用
し
に
く
い
こ
と
が
考
え

ら
れ
る
。
ま
た
一
方
で
は
、
指
定
管
理

制
度
に
基
づ
き
集
会
施
設
運
営
を
自
治

会
に
任
せ
て
い
る
こ
と
と
の
整
合
性
や
、

避
難
所
（
涼す

ず

み
処

ど
こ
ろ

）
と
し
て
の
運
用
を
、

町
が
強
制
す
る
よ
う
に
な
れ
ば
自
治
会
、

特
に
役
員
の
方
々
の
負
担
が
増
え
る
こ

と
も
考
え
ら
れ
る
。
そ
う
し
た
中
に
あ

っ
て
、
一
部
の
自
治
会
か
ら
集
会
施
設

を
、
地
域
住
民
の
「
涼す

ず

み
処

ど
こ
ろ

」
と
し
て

利
用
し
た
い
旨
の
相
談
を
受
け
た
。
町

が
集
会
施
設
を
一
律
に
熱
中
症
避
難
所

と
す
る
の
は
難
し
い
ま
で
も
、
自
治
会

が
独
自
に
取
り
組
む
熱
中
症
対
策
に
対

し
て
、
町
が
支
援
す
る
対
応
を
検
討
し

て
い
き
た
い
。

今
後
の
町
振
興
計
画

　10
年
後
を
見
据
え
た

庁
舎
建
設
の
考
え
は

『
建
設
の
考
え
は
な
い
』

問　
岩
谷
議
員

　

昭
和
57
年
に
役
場
が
建
設
さ
れ
42
年

経
っ
た
。
こ
れ
ま
で
補
修
を
繰
り
返
し

現
在
に
至
っ
て
い
る
。
10
年
後
を
見
据

え
た
庁
舎
建
設
の
考
え
は
。

答　
町
長

　

役
場
庁
舎
は
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
な
の
で
、
一
般
的
な
耐
用
年

数
の
50
年
ま
で
は
、
残
り
８
年
と
単
純
計
算
で
き
る
が
、
長
寿
命
化
を

図
り
な
が
ら
、
今
後
15
年
程
度
の
使
用
を
目
指
す
方
針
と
し
て
い
る
。

い
ず
れ
必
要
と
な
る
庁
舎
建
設
の
際
に
は
、
津
波
浸
水
区
域
外
へ
の
移

転
の
考
え
を
持
ち
つ
つ
も
、
現
時
点
で
は
、
10
年
後
を
目
処
と
し
た
庁

舎
建
設
の
考
え
は
な
い
。

▲︎深浦町町民総合センター（通称：深浦町役場）2019年５月撮影

わが町のここが聞きたい

電話・窓口等の
　　ハラスメント対策は問
電話の通話録音

防犯カメラ等を整備した
答

質問者の動画が
視聴できます。

岩谷　司 議員
いわ つかさや

ハラスメント対策
つぶやきつぶやき

住民に寄り添った
行政運営を期待する

８ページ ６ページから７ページ

「大戸瀬中学校のあり方についての保護者アンケート」
の結果については「広報ふかうら10月号」６ページから
８ページを御覧ください。


